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平成１８年３月２７日

東レ株式会社

ポリ乳酸フィルム“エコディア”の本格事業進出について

韓国に年産５，０００トンのシート量産設備導入　　２０１０年にグループ売上高２５０億円目標

東レ株式会社は、このたび、植物由来の地球環境に優しい素材であるポリ乳酸（ＰＬＡ）フィルム、シートの本格事業進出を決定しました。両分野におけるＰＬＡ固有の品質、コスト課題を解決し、　実用化の目途を得たことから、まず韓国の子会社にＰＬＡシートの量産設備を導入し、東レグループのＰＬＡ総合ブランド“エコディア”フィルムとして本格的に展開していきます。

今回の量産開始に伴い、韓国における当社子会社である東レセハン株式会社（本社：大韓民国ソウル特別市、社長：李泳官、出資：東レ９０％、セハン：１０％、略称：ＴＳＩ社）の亀尾第３工場（慶尚北道亀尾市）に、年産能力５，０００トンのシート（無延伸（ＮＯ）フィルム）生産設備を新設します。設備投資額は１０億円で、２００７年１月からの稼働開始を目指します。韓国では現在、テイクアウト食品容器等でバイオマスプラスチックへの素材転換が急速に進んでいます。東レは現地生産の強みを活かし、先行する韓国市場を確実に取り込むと同時に、日本でも高まるバイオマスプラスチック導入の動きに対応して新規用途開拓を推進することで、事業の早期育成拡大を図ります。

一方、ＰＬＡフィルム事業の高度化を図るべく、高機能品の開発に注力します。複数のポリマーをナノレベルでアロイ化（混合）し、最適な材料特性を引き出す「革新的ナノアロイ技術」を活かし、高付加価値グレードを順次市場投入していきます。石油系プラスチックフィルム並みの耐熱性と耐衝撃性に加え、柔軟性や高い透明性についても技術確立したことから、現在ユーザーへの材料提案とサンプル評価を進めています。今後、耐熱性、耐衝撃性が要求される成形用シートをはじめ、柔軟性を活かした包装用、工業用フィルムなど、幅広い分野への本格普及を推進します。

東レはＰＬＡフィルムの本格的な市場成長を見据え、今後の需要増に応じて国内外で逐次増産体制を整えることで事業を拡大し、２０１０年にグループ売上高２５０億円を目指します。

ＰＬＡはトウモロコシなどの植物に含まれるデンプンを発酵して作られる乳酸を重合し、製造する植物由来ポリマーです。今後、枯渇が懸念される石油資源の節約をはじめ、二酸化炭素の排出を抑制する“カーボンニュートラル”効果により、地球温暖化の防止に貢献する環境低負荷素材として期待されています。昨今の原油価格高騰を受け、環境配慮にとどまらず、将来的な原料コストの優位性からも急速に関心が高まっており、幅広い分野で本格的な導入検討が始まっています。

東レはＰＬＡ製品“エコディア”について、既に繊維、樹脂の両分野で製品展開していますが、　将来大きな需要が見込めるフィルム分野に本格参入することで、環境配慮型先端材料の拡大に弾みをつけます。当社は環境配慮型製品の研究技術開発を推進し、「環境・安全・アメニティー」　領域における事業開発と拡大により、地球環境の改善に貢献してまいります。

以 上

＜参考＞

東レセハン株式会社（Toray Saehan Inc.／略称：ＴＳＩ社）概要

1. 事業内容：
ポリエステルフィルム、フィルム加工品、ポリエステル長繊維、不織布、及び

ポリエステルチップの製造販売

2. 設　立：
1999年10月
3. 資本金：
3,569億WON（403億円）　（東レ90%、セハン10%）
4. 代表者：
代表理事会長　　中谷 修　（東レ株式会社　常務取締役）
代表理事社長　　李　泳官　（東レ株式会社　常任理事）
5. 従業員：
877人（内東レ出向者8名） （2005年12月末現在）
6. 売上高：
6,611億WON　（2005年実績）

【本件に関するお問い合わせ先】
東レ株式会社　広報室
（東京）電話：03-3245-5179

（大阪）電話：06-7688-3085
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